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二次医療圏単位で観察した国保老人保健医療給付

対象者医療費の地域格差に関する研究

張 拓紅 谷原 真一 柳川 洋

目的　二次医療圏を単位とした国民健康保険加入者の老人保健医療給付対象者1人当たり入院および入院外

医療費の地域格差を規定している社会経済因子および医療供給因子を明らかにする。

方法　全国の市町村健康保険組合における1994年の老人保健医療給付対象者1人当たり入院および入院外医

療費をすべて二次医療圏単位に再集計した。入院および入院外医療費を目的変数とした重回帰分析によ

り，各因子の医療費に与える影響を検討した。まず社会経済因子と医療供給因子を説明変数とし，さら

に，100人当たり受診件数，1件当たり日数，1日当たり費用を説明変数とした分析を行った。

結果　1994年度の入院医療費の最大値662.1千円と最小値170.2千円の間に約4倍の格差を認め，入院外医療

費では最大値435.9千円と最小値168.0千円の間に約2.6倍の地域格差を認めた。重回帰分析の結果，入

院医療費と人口10万対一般病床数，医師数および三次産業就業人口割合は正の相関関係を認め，1人当

たり所得，平均世帯人員は負の相関関係を認めた。5つの説明変数により，入院医療費の変動の57.4％

を説明できた。入院外医療費とー般病床数は正の相関関係を認め，一次産業就業人口割合および平均

世帯人員は負の相関関係を認めた。3つの説明変数により，入院外医療費の変動の21.4％を説明でき

た。また，100人当たり受診件数，1件当たり日数，1日当たり費用が医療費を構成する割合は入院と

入院外で異なっていた。

結論　入院および入院外医療費の地域格差は社会経済因子および医療供給因子と関連することと入院と入院

外では医療費に影響を与える要因が異なることが示唆された。
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